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 建 設 工 事 施 工 管 理 基 準 

 

  この建設工事施工管理基準は、長崎県建設工事共通仕様書〔Ｒ6.4〕第１編１－１－30「施工

管理」に規定する建設工事の施工管理及び規格値の基準を定めたものである。なお、建築工事

（電気・管及び機械器具設置工事等を含む。）については、国土交通大臣官房官庁営繕部監修

の建築工事監理指針、電気設備工事監理指針及び機械設備工事監理指針等によることができる。 

 

１．目  的                                                 

この管理基準は、建設工事の施工について、契約図書に定められた工期、工事目的物の出

来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。 

 

２．適  用                                                                       

   この管理基準は、長崎県土木部が発注する建設工事について適用する。ただし、設計図書

に明示されていない仮設構造物等は除くものとする。また、工事の種類、規模、施工条件等

により、この管理基準によりがたい場合、または、基準、規格値が定められていない工種に

ついては、監督職員と協議の上、施工管理を行うものとする。 

 

３．構  成 

                     工程管理 

     施工管理            出来形管理 

    （工事写真を含む）        品質管理 

 

４．管理の実施 

 (１)受注者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければならない。 

 (２) 施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければならな

    い。 

 (３) 受注者は、測定（試験）等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速やか

に実施しなければならない。 

 (４) 受注者は、測定（試験）等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し、適切な管理のもと

に保管し、監督職員の請求に対し速やかに提示するとともに、品質管理資料・出来形管理

資料・写真管理資料を工事完成時までに提出しなければならない。 

 

５．管理項目及び方法 

 (１) 工程管理 

受注者は、工事内容に応じて適切な工程管理（ネットワーク、バーチャート方式など）

を行うものとする。ただし、応急処理又は維持工事等の当初工事計画が困難な工事内容に

ついては、省略できるものとする。 
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(３) ３次元データによる出来形管理

ＩＣＴ施工において、３次元データを用いた出来形管理を行う場合は、「３次元計測技

術を用いた出来形管理要領（案）｣（国土交通省、令和４年３月版）の規定によるものとす

る。

なお、ここでいう３次元データとは、工事目的物あるいは現地地形の形状を３次元空間

上に再現するために必要なデータである。 

(４) 施工箇所が点在する工事について

 施工箇所が点在する工事については、施工箇所毎に測定（試験）基準を設定するものと

する。

なお、これにより難い場合は、監督職員と協議しなければならない。

附  則

この建設工事施工管理基準は、令和 ６年 ４月 １日から適用する。
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① セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
／
月
以
上

○
※

セ
メ
ン
ト
の
水
和
熱
測
定

J
I
S
 
R
 
5
2
0
3

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
／
月
以
上

○
※

セ
メ

ン
ト

の
蛍

光
X
線

分
析

方
法

J
I
S
 
R
 
5
2
0
4



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

小
規

模
工

種
※

で
１

工
種

当
り

の
総
使

用
量

が
５

０
㎥

未
満
の
場
合
は
１
工
種
１
回
以
上
の
試
験
。

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

公
称
容
量
の
場
合
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5
％
以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7
.
5
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
空

気
量

の
偏

差
率

：
1
0
％
以

下 コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

（
ス

ラ
ン

プ
）

の
偏

差
率
：
1
5
％
以
下

※
小
規
模
工
種
と
は
、
以
下
の
工
種
を
除
く
工
種
と
す

る
。
（
橋
台
、
橋
脚
、
杭
類
（
場
所
打
杭
、
井
筒
基
礎

等
）
、
橋
梁
上
部
工
（
桁
、
床
版
、
高
欄
等
）
、
擁
壁

工
（
高
さ
1
m
以
上
）
、
函
渠
工
、
樋
門
、
樋
管
、
水

門
、
水
路
（
内
幅
2
.
0
m
以
上
）
、
護
岸
、
ダ
ム
及
び

堰
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工

種
及
び
特
記
仕
様
書
で
指
定
さ
れ
た
工
種
）

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
差
：
0
.
8
％
以
下

土
木
学
会
規
準

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％
以
下

圧
縮
強
度
差
：
7
.
5
％
以
下

空
気
量
差
　
：
1
％
以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3
㎝
以
下

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

○
※

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

設
計
図
書
に
よ
る

１
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

○
※

施 工
必 須

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

仕
様

書

原
則
0
.
3
㎏
/
㎥
以
下

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

１
／

２
以

下
の

場
合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定
は
３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
小
規
模
工
種
※
で
１
工
種
当
り
の
総
使
用
量
が
５
０

㎥
未
満
の
場
合
は
１
工
種
１
回
以
上
の
試
験
。
ま
た
は

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
の
品
質
証
明

書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
工
種
当
た
り
の

総
使
用
量
が
5
0
m
3
以
上
の
場
合
は
、
5
0
m
3
ご
と
に
1
回

の
試
験
を
行
う
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の
塩
化

物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」
（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）
ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り

行
う
。

・
用
心
鉄
筋
等
を
有
さ
な
い
無
筋
構
造
物
の
場
合
は
省

略
で
き
る
。

※
小
規
模
工
種
と
は
、
以
下
の
工
種
を
除
く
工
種
と
す

る
。
（
橋
台
、
橋
脚
、
杭
類
（
場
所
打
杭
、
井
筒
基
礎

等
）
、
橋
梁
上
部
工
（
桁
、
床
版
、
高
欄
等
）
、
擁
壁

工
（
高
さ
1
m
以
上
）
、
函
渠
工
、
樋
門
、
樋
管
、
水

門
、
水
路
（
内
幅
2
.
0
m
以
上
）
、
護
岸
、
ダ
ム
及
び

堰
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工

種
及
び
特
記
仕
様
書
で
指
定
さ
れ
た
工
種
）

※
　
品
質
管
理
監
査
合
格
証
に
よ
り
確
認

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

○
※

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

○
※

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン ク リ ー ト

を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

品－４

① セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト

を 除 く ）

製 造 （ プ ラ ン ト ）



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

テ
ス
ト
ハ
ン
マ
ー
に

よ
る
強
度
推
定
調
査

J
S
C
E
-
G
 
5
0
4
-
2
0
1
3

設
計
基
準
強
度

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
及
び
カ
ル
バ
ー
ト
類
に
つ
い

て
は
目
地
間
、
そ
の
他
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
強
度
が

同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
を
１
構
造
物
の
単
位
と
し
、
各
単
位
に

つ
き
3
カ
所
の
調
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
調
査
の
結
果
、
平
均
値
が
設
計
基
準
強
度
を
下

回
っ
た
場
合
と
、
1
回
の
試
験
結
果
が
設
計
基
準
強
度

の
8
5
％
以
下
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
の
周
辺
に

お
い
て
、
再
調
査
を
5
カ
所
実
施
。

材
齢
2
8
日
～
9
1
日
の
間
に
試
験
を
行
う
。

高
さ

が
、

5
m
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空
断

面
積

が
2
5
m
2
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ル

バ
ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

及
び

高
さ

が
3
m
以

上
の

堰
・

水
門

・
樋

門
を

対
象

。
（

た
だ

し
、

い
ず

れ
の

工
種

に
つ

い
て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
。

）
ま

た
、

再
調

査
の

平
均

強
度

が
、

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ
な

い
場

合
、

も
し

く
は

１
ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

8
5
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
コ

ア
に

よ
る

強
度

試
験

を
行

う
。

工
期

等
に

よ
り

、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取
り

寸
法

等
の

決
定

に
際

し
て

は
、

設
置

さ
れ

た
鉄

筋
を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十
分
な
検
討
を
行
う
。

圧
縮

強
度

試
験

の
平

均
強

度
が

所
定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
１

ヶ
所

の
強
度

が
設

計
強

度
の

８
５

％
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

監
督
職

員
と

協
議

す
る

も
の
と
す
る

配
筋
状
態
及
び
か
ぶ
り

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定
要

領
」
に
よ
る

同
左

同
左

同
左

施 工 後 試 験

そ の 他

強
度
測
定

「
微

破
壊

・
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
強

度
測

定
要

領
」

に
よ

る

同
左

同
左

同
左

必 須
施 工

そ の 他

施 工 後 試 験

品－6

そ の 他

材
令

2
8
日

強
度

に
つ

い
て

は
、

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

設
計
基
準
強
度

所
定

の
強
度

を
得

ら
れ

な
い

箇
所

付
近

に
お

い
て

、
原

位
置
の
コ
ア
を
採
取
。

J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
測

定
本
数

総
延
長

最
大
ひ
び
割
れ
幅
等

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

高
さ

が
、

５
ｍ

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
、

内
空

断
面

積
が

２
５

㎡
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ル

バ
ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

（
た

だ
し

い
ず

れ
の

工
種

に
つ

い
て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
。

）
及

び
高

さ
が

３
ｍ

以
上

の
堰

・
水

門
・

樋
門

を
対

象
と

し
構

造
物

躯
体

の
地

盤
や

他
の

構
造

物
と

の
接

触
面

を
除

く
全

表
面

と
す

る
。

フ
ー

チ
ン

グ
・

底
版

等
で

竣
工

時
に

地
中

、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
竣

工
前

に
調

査
す

る
。

ひ
び

割
れ

幅
が

0
.
2
m
m
以

上
の

場
合

は
、

「
ひ

び
割

れ
発

生
状

況
の

調
査

」
を

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
「

３
次

元
計

測
技

術
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

り
施

工
完

了
時

の
ひ

び
割

れ
状

況
を

調
査

す
る

場
合

は
、

ひ
び

割
れ

調
査

の
記

録
を

同
要

領
（

案
）

で
定

め
る

写
真

の
提

出
で

代
替

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と
。

コ
ン

ク
リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

に
適

用
し

、
打

設
日

１
日

に
つ

き
２
回

（
午

前
１

回
、

午
後

１
回

）
の

割
り

で
行

う
。

な
お
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
１

回
に
つ
き
原
則
と
し
て
３
個
と
す
る
。

0
.
2
㎜

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装
の
場
合
、
必
須
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試
験

ひ
び
割
れ
調
査

必 須

① セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を

除 く ）



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

材 料
必 須

J
I
S
マ
ー
ク
確
認

又
は

「
そ
の
他
」
の
試
験
項
目

の
確
認

目
視

（
写
真
撮
影
）

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

（
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
調

査
）

目
視
検
査

（
写
真
撮
影
）

有
害
な
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
の
無
い
こ
と

全
数

材 料
必 須

製
品
検
査
結
果

（
寸
法
・
形
状
・
外
観
、

性
能
試
験
）

※
協
議
し
た
項
目

J
I
S
 
A
 
5
3
6
3

J
I
S
 
A
 
5
3
7
1

J
I
S
 
A
 
5
3
7
2

J
I
S
 
A
 
5
3
7
3

設
計
図
書
に
よ
る
。

製
造
工
場
の
検
査
ロ
ッ
ト
毎

○

J
I
S
マ
ー
ク
確
認

又
は

「
そ
の
他
」
の
試
験
項
目

の
確
認

目
視

（
写
真
撮
影
）

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

（
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
調

査
）

目
視
検
査

（
写
真
撮
影
）

有
害
な
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
の
無
い
こ
と

全
数

材 料
必 須

セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ
リ
シ

リ
カ
反
応
抑
制
対
策

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応

抑
制
対
策
に
つ
い
て

（
平
成
１
４
年
７
月

３
１
日
付
け
国
官
技

第
１
１
２
号
、
国
港

環
第
３
５
号
、
国
空

建
第
７
８
号

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」

（
平
成
１
４
年
７
月
３
１
日
付
け
国
官
技
第
１

１
２
号
、
国
港
環
第
３
５
号
、
国
空
建
第
７
８

号
）
」

１
回
/
６
ヶ
月
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場

合
。

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塩

化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

耐
久
性
向
上
」

仕
様

書

原
則
0
.
3
㎏
/
m
3
以
下

1
回
／
月
以
上

（
塩
化
物
量
の
多
い
砂
の
場
合
1
回
以
上
／
週
）

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ラ
ン

プ
試
験
/
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

J
I
S
 
A
 
1
1
5
0

製
造
工
場
の
管
理
基
準

１
回
／
日
以
上

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強

度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

1
回
の
試
験
結
果
は
指
定
し
た
呼
び
強
度
の

8
5
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

3
回
の
試
験
結
果
の
平
均
値
は
、
指
定
し
た
呼

び
強
度
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
1
回
の
試
験
結
果
は
、
3
個
の
供
試
体
の
試
験

値
の
平
均
値
）

１
回
／
日
以
上

○

品－7

③ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製

品 （ J I S Ⅱ 類 ）

④ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ）

② プ レ キ ャ ス ト コ ン ク

リ ー ト 製 品 (J I S Ⅰ

類 ）



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

材 料
必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
空
気
量

測
定

（
凍
害
を
受
け
る
恐
れ
の

あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
）

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

4
.
5
±
1
.
5
%
（
許
容
差
）

1
回
／
日
以
上

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

(
粒
度
・
粗
粒
率
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

１
回
/
月
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

１
回
/
月
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

1
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S

A
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

2
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

3
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

4
部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

5
部

：
石

炭
ガ

ス
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
再

生
骨

材
H
）

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
　
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

１
回
/
年
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
砕

石
　

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以
上

の
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

粗
骨

材
　

5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
　

1
.
0
％

以
下

細
骨

材
砕

砂
　

9
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

細
骨

材
　

7
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
そ

れ
以

外
（

砂
等

）
　

5
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3
.
0
％

以
下

）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/
月
以
上
お
よ
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
１
回
／
週
以
上
）

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮

強
度
が
9
0
%
以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

１
回
/
年
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

濃
い

場
合

は
、

J
I
S

A
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を
含

む
細

骨
材
の
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験
方
法
」
に
よ
る
。

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨
材
：
1
.
0
%
以
下

粗
骨
材
：
0
.
2
5
%
以
下

1
回
／
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る

骨
材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨
材
：
1
0
%
以
下

粗
骨
材
：
1
2
%
以
下

砂
、
砂
利
：

製
作
開
始
前
、
1
回
／
6
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石
：

製
作
開
始
前
、
1
回
／
年
以
上
及
び
産
地
が
変

わ
っ
た
場
合
。

○

品－8

④ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ）

そ の 他 （ J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計
図
書
に
よ
る

異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
。

セ
メ
ン
ト
量
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
9
3
、

[
4
]
-

2
9
7

±
1
.
2
％
以
内

異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
（
１
回
／
日
）

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1
 
表
2
参
照

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

表
層
・
基
層

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

表
乾
密
度
：
2
.
4
5
g
/
㎤
以
上

吸
水
率
　
：
3
.
0
％
以
下

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

粘
土
、
粘
土
塊
量
：
0
.
2
5
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

粗
骨
材
の
形
状
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
5
1

細
長
、
あ
る
い
は
偏
平
な
石
片
：
1
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

便
覧
　
表
3
.
3
.
1
7
に
よ
る
。

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
水
分
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

1
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

4
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用
い

る
場

合
に

適
用

す
る
。

○
※

フ
ィ
ラ
ー
の
フ
ロ
ー
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
8
3

5
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用
い

る
場

合
に

適
用

す
る
。

○
※

フ
ィ

ラ
ー

の
水

浸
膨

張
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便
覧
[
2
]
-
7
4

3
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用
い

る
場

合
に

適
用

す
る
。

○
※

フ
ィ

ラ
ー

の
剥

離
抵

抗
性

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
7
8

1
/
4
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用
い

る
場

合
に

適
用

す
る
。

○
※

製
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
9
4

水
浸
膨
張
比
：
2
.
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

S
S

表
乾
密
度
：
2
.
4
5
g
/
㎤
以
上

吸
水
率
　
：
3
.
0
％
以
下

※
　
事
前
審
査
認
定
書
に
よ
り
確
認

・
締
固
め
度
は
、
個
々
の
測
定
値
が
最
大
乾
燥
密
度
の

9
3
％
以
上
を
満
足
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
平
均
値
に
つ

い
て
以
下
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
。

・
締
固
め
度
は
、
１
０
孔
の
測
定
値
の
平
均
値
X
1
0
が
規

格
値
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
１
０
孔
の
測

定
値
が
得
が
た
い
場
合
は
３
孔
の
測
定
値
の
平
均
値
X
3

が
規
格
値
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
が
、
X
3
が
規
格
値

を
は
ず
れ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
３
孔
の
デ
ー
タ
を
加
え

た
平
均
値
X
6
が
規
格
値
を
満
足
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

施
工
前
、
材
料
変
更
時

製
鋼

ス
ラ

グ
の

比
重

及
び

吸
水
率
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法

便
覧
[
4
]
-
2
5
6

砂
置
換
法
(
J
I
S

A
1
2
1
4
)

砂
置
換
法
は
、
最
大

粒
径
が
5
3
m
m
以
下
の

場
合
の
み
適
用
で
き

る

○
※

材 料

そ の 他

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

施 工

現
場
密
度
の
測
定

必 須 そ の 他 必 須

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

品－１６

⑭ ア ス フ ァ ル ト 舗 装⑬ セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤

･
１
工
事
あ
た
り
3
,
0
0
0
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
1
0
,
0
0
0

㎡
以
下
を
1
ロ
ッ
ト
と
し
、
1
ロ
ッ
ト
あ
た
り
1
0
孔
で
測

定
す
る
。

（
例
）

3
,
0
0
1
～
1
0
,
0
0
0
㎡
：
1
0
孔

1
0
,
0
0
1
㎡
以
上
の
場
合
、
1
0
,
0
0
0
㎡
毎
に
1
0
孔
追
加

し
、
測
定
箇
所
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
設
定
す
る
こ

と
。

例
え
ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の
場
合
：
6
,
0
0
0
㎡
/
1
ロ
ッ
ト
毎
に

1
0
孔
、
合
計
2
0
孔

な
お
、
１
工
事
あ
た
り
3
,
0
0
0
㎡
以
下
の
場
合
（
維
持

工
事
を
除
く
）
は
、
１
工
事
あ
た
り
3
孔
以
上
で
測
定

す
る
。

最
大
乾
燥
密
度
の
9
3
％
以
上
。

X
1
0
　
9
5
％
以
上

X
 
6
　
9
5
.
5
％
以
上

X
 
3
　
9
6
.
5
％
以
上



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

抽
出
・
ふ
る
い
分
け
試
験
の
場
合
：
１
～
２
回
／
日

印
字
記
録
の
場
合
：
全
数

抽
出
・
ふ
る
い
分
け
試
験
の
場
合
：
１
～
２
回
／
日

印
字
記
録
の
場
合
：
全
数

抽
出
・
ふ
る
い
分
け
試
験
の
場
合
：
１
～
２
回
／
日

印
字
記
録
の
場
合
：
全
数

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
骨
材
・
混
合
物
）

温
度
計
に
よ
る
。

配
合
設
計
で
決
定
し
た
混
合
温
度

随
時

○

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
6
5

設
計
図
書
に
よ
る

設
計
図
書
に
よ
る

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
耐
剥
離
性
の
確
認

○

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
4
4

設
計
図
書
に
よ
る

設
計
図
書
に
よ
る

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
耐
流
動
性
の
確
認

○

ラ
ベ
リ
ン
グ
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
1
8

設
計
図
書
に
よ
る

設
計
図
書
に
よ
る

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
耐
摩
耗
性
の
確
認

○

基
準
密
度
の
9
4
％
以
上
。

X
1
0
　
9
6
％
以
上

X
 
6
 
 
9
6
％
以
上

X
 
3
 
 
9
6
.
5
％
以
上

た
だ

し
、

歩
道

部
及

び
路

肩
部

※
の

締
固

め
度

は
、
平
均
値
が
基
準
密
度
の
9
2
%
以
上

※
車
道
部
と
舗
装
構
成
が
異
な
る
場
合

温
度
測
定
（
初
転
圧
前
）

温
度
計
に
よ
る
。

1
1
0
℃
以
上

※
た

だ
し

、
混

合
物

の
種

類
に

よ
っ

て
敷

均
し

が
困

難
な

場
合

や
、

中
温

化
技

術
に

よ
り

施
工

性
を

改
善

し
た

混
合

物
を

使
用

す
る

場
合

、
締

固
め

効
果

の
高

い
ロ

ー
ラ

を
使

用
す

る
場

合
な

ど
は

、
所

定
の

締
固

め
度

が
得

ら
れ

る
範

囲
で
、
適
切
な
温
度
を
設
定

随
時

測
定

値
の

記
録

は
、

１
日

４
回

（
午

前
・

午
後

各
２

回
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
：
±
0
.
9
％

粒
度

2
.
3
6
㎜
ふ
る
い
：
±
1
2
％
以
内

7
5
μ
m
ふ
る
い
：
±
5
％
以
内

そ の 他

す
べ
り
抵
抗
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
1
]
-
1
0
1

設
計
図
書
に
よ
る

舗
設
車
線
毎
２
０
０
ｍ
毎
に
１
回

※
　
事
前
審
査
認
定
書
に
よ
り
確
認

⑮ ア ス フ ァ ル ト 舗 装

品－１８

必 須

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
4
]
-
2
3
8

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
　
±
0
.
9
％
以
内

2
.
3
6
㎜
ふ
る
い
：
±
1
2
％
以
内
基
準
粒
度

外
観
検
査
（
混
合
物
）

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
4
]
-
2
3
8

１
，
０
０
０
㎡
に
つ
き
１
個
、
最
低
３
個
以
上

随
時

・
締
固
め
度
は
、
個
々
の
測
定
値
が
最
大
乾
燥
密
度
の

9
4
％
以
上
を
満
足
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
平
均
値
に
つ

い
て
以
下
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
。

・
締
固
め
度
は
、
１
０
孔
の
測
定
値
の
平
均
値
X
1
0
が

規
格
値
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
１
０
孔
の

測
定
値
が
得
が
た
い
場
合
は
３
孔
の
測
定
値
の
平
均
値

X
3
が
規
格
値
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
が
、
X
3
が
規
格

値
を
は
ず
れ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
３
孔
の
デ
ー
タ
を
加

え
た
平
均
値
X
6
が
規
格
値
を
満
足
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

・
橋
面
舗
装
は
コ
ア
採
取
し
な
い
で
A
s
合
材
量
（
プ
ラ

ン
ト
出
荷
数
量
）
と
舗
設
面
積
及
び
厚
さ
で
の
密
度
管

理
、
ま
た
は
転
圧
回
数
に
よ
る
管
理
を
行
う
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分
析
試
験

○
※

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
1
6

7
5
μ
m
ふ
る
い
：
±
5
％
以
内
基
準
粒
度

そ の 他

舗 設 現 場

必 須

現
場
密
度
の
測
定

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分
析
試
験

プ ラ ン ト

粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

○
※

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
1
6

粒
度
（
2
.
3
6
㎜
フ
ル
イ
）

○
※

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
2
1
8

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

※
路

肩
部

及
び

歩
道

部
に

つ
い

て
は

、
国

の
「

特
記

仕
様

書
の

作
成

の
手

引
き

（
平

成
2
7
年

4
月

）
」

に
準

拠

目
視

･
１
工
事
あ
た
り
3
,
0
0
0
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
1
0
,
0
0
0

㎡
以
下
を
1
ロ
ッ
ト
と
し
、
1
ロ
ッ
ト
あ
た
り
1
0
孔
で
測

定
す
る
。

（
例
）

3
,
0
0
1
～
1
0
,
0
0
0
㎡
：
1
0
孔

1
0
,
0
0
1
㎡
以
上
の
場
合
、
1
0
,
0
0
0
㎡
毎
に
1
0
孔
追
加

し
、
測
定
箇
所
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
設
定
す
る
こ

と
。

例
え
ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の
場
合
：
6
,
0
0
0
㎡
/
1
ロ
ッ
ト
毎
に

1
0
孔
、
合
計
2
0
孔

な
お
、
１
工
事
あ
た
り
3
,
0
0
0
㎡
以
下
の
場
合
（
維
持

工
事
を
除
く
）
は
、
１
工
事
あ
た
り
3
孔
以
上
で
測
定

す
る
。



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1
,
2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト
内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5
％
以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7
.
5
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト
内
の

空
気

量
の

偏
差

率
：

1
0
％

以
下

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

（
ス

ラ
ン

プ
）

の
偏

差
率
：
1
5
％
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

・
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合
は

１
回

以
上

の
試

験
。

○

連
続
ミ
キ
サ
場
合
：

土
木
学
会
基
準

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
差
：
0
.
8
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％
以
下

圧
縮
強
度
差
：
7
.
5
％
以
下

空
気
量
差
　
：
1
％
以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3
㎝
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

・
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合
は

１
回

以
上

の
試

験
。

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計
図
書
に
よ
る
。

２
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

○

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

V
C
試

験
修
正
V
C
値
の
±
1
0
秒

１
日

２
回
（

午
前

・
午

後
）

以
上

、
そ

の
他

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー
の

変
動

が
認

め
ら

れ
る

場
合

な
ど

に
随

時
実

施
す
る
。
た
だ
し
運
搬
車
ご
と
に
目
視
観
察
を
行
う
。

マ
ー

シ
ャ

ル
突

き
固

め
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便
覧
[
3
]
-
3
4
4

※
い
ず
れ
か
1
方
法

目
標
値
の
±
1
.
5
％

１
日

２
回
（

午
前

・
午

後
）

以
上

、
そ

の
他

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー
の

変
動

が
認

め
ら

れ
る

場
合

な
ど

に
随

時
実

施
す
る
。
た
だ
し
運
搬
車
ご
と
に
目
視
観
察
を
行
う
。

ラ
ン
マ
ー
突
き
固
め
試
験

目
標
値
の
±
1
.
5
％

１
日

２
回
（

午
前

・
午

後
）

以
上

、
そ

の
他

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー
の

変
動

が
認

め
ら

れ
る

場
合

な
ど

に
随

時
実

施
す
る
。
た
だ
し
運
搬
車
ご
と
に
目
視
観
察
を
行
う
。

・
試

験
回

数
が

7
回

以
上

（
1
回

は
3
個

以
上

の
供

試
体

の
平
均

値
）

の
場

合
は

、
全

部
の

試
験

値
の

平
均

値
が

所
定

の
合

格
判

断
強

度
を

上
ま

わ
る
も
の
と
す
る
。

・
試
験
回
数
が
7
回
未
満
と
な
る
場
合
は
、

①
1
回

の
試

験
結

果
は

配
合

基
準

強
度

の
8
5
％

以
上

②
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

配
合

基
準

強
度
以
上

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試
験

材
令

2
8
日

強
度

に
つ

い
て

は
、

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る

２
回

／
日
（

午
前

・
午

後
）

で
、

３
本

１
組

／
回

（
材

齢
２
８
日
）

そ の 他

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

施 工
必 須

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ

ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

⑯ 転 圧 コ ン ク リ ー ト

品－２１



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

温
度

測
定

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

温
度
計
に
よ
る
。

２
回
／
日
（
午
前
・
午
後
）
以
上

現
場
密
度
の
測
定

R
I
水
分
密
度
計

基
準
密
度
の
9
5
.
5
％
以
上
。

４
０
ｍ
に
１
回
（
横
断
方
向
に
３
ヶ
所
）

コ
ア
に
よ
る
密
度
測
定

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
3
5
3

１
，

０
０
０

㎡
に

１
個

の
割

合
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1
 
表
2
参
照

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

表
層
・
基
層

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

表
乾
密
度
：
2
.
4
5
g
/
㎤
以
上

吸
水
率
　
：
3
.
0
％
以
下

粗
骨
材
の
形
状
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
5
1

細
長
、
あ
る
い
は
偏
平
な
石
片
：
1
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

便
覧
表
3
.
3
.
1
7
に
よ
る
。

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
水
分
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

1
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

3
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

損
失
量
：
1
2
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

針
入
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

1
5
～
3
0
(
1
/
1
0
㎜
)

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
（

針
入

度
２

０
～

４
０

）
に

ト
リ

ニ
ダ

ッ
ト

レ
イ

ク
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し
た
も
の
の
性
状
値
で
あ
る
。

○

軟
化
点
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

5
8
～
6
8
℃

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
（

針
入

度
２

０
～

４
０

）
に

ト
リ

ニ
ダ

ッ
ト

レ
イ

ク
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し
た
も
の
の
性
状
値
で
あ
る
。

○

伸
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

1
0
㎝
以
上
（
2
5
℃
）

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
（

針
入

度
２

０
～

４
０

）
に

ト
リ

ニ
ダ

ッ
ト

レ
イ

ク
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し
た
も
の
の
性
状
値
で
あ
る
。

○

ト
ル
エ
ン
可
溶
分
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

8
6
～
9
1
％

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
（

針
入

度
２

０
～

４
０

）
に

ト
リ

ニ
ダ

ッ
ト

レ
イ

ク
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し
た
も
の
の
性
状
値
で
あ
る
。

○

引
火
点
試
験

J
I
S

K
2
2
6
5
-

1
,
2
,
3
,
4

2
4
0
℃
以
上

施
工
前
、
材
料
変
更
時

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
（

針
入

度
２

０
～

４
０

）
に

ト
リ

ニ
ダ

ッ
ト

レ
イ

ク
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し
た
も
の
の
性
状
値
で
あ
る
。

○

そ の 他必 須

○

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

必 須

粘
土
、
粘
土
塊
量
：
0
.
2
5
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○

⑰ グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装

施
工
前
、
材
料
変
更
時

品－２２

材 料

⑯ 転 圧 コ ン ク

リ ー ト

施 工



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

5
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾
密
度
：
2
.
5
以
上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
5
％
以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
0
％
以
下

（
砕

砂
・

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規
格
値
に
つ
い
て
は
摘
要
を
参
照
）

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
砕
砂
及
び
砕
石
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材
-
第
1

部
:
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材
-
第
2

部
:
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
ス
ラ
グ
骨
材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材
-
第
3

部
:
銅
ス
ラ
グ
骨
材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材
-
第
4

部
:
電
気
炉
酸
化
ス
ラ
グ
骨
材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材
-
第
5

部
:
石
炭
ガ
ス
化
ス
ラ
グ
骨
材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
再
生
骨
材
Ｈ
）

○

粗
骨
材

砕
石

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率
が
5
8
％
以
上
の
場
合
は
5
.
0
％
以
下
）

ス
ラ
グ
粗
骨
材
　
5
.
0
％
以
下

そ
れ
以
外
（
砂
利
等
）
　
1
.
0
％
以
下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
／
月
以
上
及
び
産
地
が
変

わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
工
事
中
１
回
／
週
以
上
）

細
骨
材

砕
砂

9
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を
受
け
る
場
合
は
5
.
0
％
以
下
）

ス
ラ

グ
細

骨
材

7
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場
合
は
5
.
0
％
以
下
）

そ
れ

以
外

（
砂

等
）

5
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3
.
0
％

以
下
）

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る
砂
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮
強
度
の
9
0
％
以
上

試
料

と
な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

細
骨
材
：
1
.
0
%
以
下

粗
骨
材
：
0
.
2
5
%
以
下

骨
材

中
に

含
ま

れ
る

密
度

1
.
9
5
ｇ

／
c
m
3
の

液
体

に
浮

く
粒
子
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
1

細
骨

材
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
外

観
が

重
要

な
場

合
0
.
5
%
以
下
、
そ
の
他
の
場
合
1
.
0
%
以
下

粗
骨

材
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
外

観
が

重
要

な
場

合
0
.
5
%
以
下
、
そ
の
他
の
場
合
1
.
0
%
以
下

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
高

炉
ス

ラ
グ

粗
骨
材

に
は

適
用

し
な

い
。

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨
材
：
1
0
％
以
下

粗
骨
材
：
1
2
％
以
下

砂
、

砂
利
：

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

６
ヶ

月
以

上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石
：

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用
す
る
。

○

材 料
㉔ 吹 付 工

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

そ の 他 （ （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験砂
の
有
機
不
純
物
試
験

○

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度
が
9
0
％
以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

濃
い

場
合

は
、

J
I
S

A
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を
含

む
細

骨
材

の
モ

ル
タ

ル
圧

縮
強

度
に

よ
る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

品－２８



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行
う
。

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構
造

物
の

場
合

は
省

略
で
き
る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種
を

除
く

工
種

と
す

る
。

（
橋

台
、

橋
脚

、
杭

類
（

場
所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、
高

欄
等

）
、

擁
壁

工
（

高
さ

1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及
び
特
記
仕
様
書
で
指
定
さ
れ
た
工
種
）

ス
ラ
ン
プ
試
験

（
モ
ル
タ
ル
除
く
）

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

：
許

容
差

±
1
.
5

㎝ ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5

㎝

・
荷
卸
し
時

・
１

回
／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て
２

０
～

１
５

０
㎥

ご
と

に
１

回
、

及
び

荷
卸

し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化
物

総
量

規
制

の
項

目
を
参
照

原
則
0
.
3
㎏
/
㎥
以
下

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

１
／

２
以

下
の

場
合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定
は
３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

品－３１

そ の 他

塩
化
物
総
量
規
制

施 工

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」
仕

様
書

㉔ 吹 付 工



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

必 須

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木
学
会
規
準
J
S
C
E
-

F
5
6
1
-
2
0
1
3

3
本

の
強

度
の

平
均

値
が

材
齢

2
8
日

で
設

計
強

度
以
上
と
す
る
。

吹
付
１
日
に
つ
き
１
回
行
う
。

な
お

、
テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）

を
吹
付

け
、

現
場

で
２

８
日

養
生

し
、

直
径

５
０

㎜
の

コ
ア
を

切
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
原

則
と

し
て
１
回
に
３
本
と
す
る
。

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化
物

総
量

規
制

の
項

目
を
参
照

材
令

2
8
日

強
度

に
つ

い
て

は
、

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

空
気
量
測
定

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
％
（
許
容
差
）

・
荷
卸
し
時

・
１
回
／
日
以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模

に
応
じ
て
２
０
～
１
５
０
㎥
ご
と
に
１
回
、
及
び
荷
卸

し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化
物

総
量

規
制

の
項

目
を
参
照

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

必 須

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対
策

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官

技
第

1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5

号
、

国
空

建
第

7
8

号
）
」

同
左

骨
材

試
験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／
６
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○

絶
乾
密
度
　
　
　
：
2
.
5
以
上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
5
％
以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
0
％
以
下

（
砕

砂
・

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規
格
値
に
つ
い
て
は
摘
要
を
参
照
）

㉔ 吹 付 工

施 工

そ の 他

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

○
J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
砕

砂
及

び
砕

石
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

1
部

:
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

2
部

:
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

3
部

:
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

4
部

:
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

5
部

:
石

炭
ガ

ス
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
再

生
骨

材
Ｈ

）

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

品－３２

そ の 他 （ （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン ク リ ー

ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

材 料
㉕ 現 場 吹 付 法 枠 工



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行
う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ
ン

プ
試

験
の

項
目

を
参
照

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

・
荷
卸
し
時

・
１

回
／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て
２

０
～

１
５

０
㎥

ご
と

に
１

回
、

及
び

荷
卸

し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ
ン

プ
試

験
の

項
目

を
参
照

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
き

試
験

参
考

資
料

「
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
の

引
抜

試
験
」
に
よ
る

引
抜
き
耐
力
の
8
0
％
程
度
以
上
。

設
計
図
書
に
よ
る
。

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

必 須
土
の
締
固
め
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。

土
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。

土
粒
子
の
密
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。

土
の
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

設
計
図
書
に
よ
る
。

必
要
に
応
じ
て
。

土
の
三
軸
圧
縮
試
験

地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と
解
説

設
計
図
書
に
よ
る
。

必
要
に
応
じ
て
。

土
の
圧
密
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

必
要
に
応
じ
て
。

土
の
せ
ん
断
試
験

地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と
解
説

設
計
図
書
に
よ
る
。

必
要
に
応
じ
て
。

土
の
透
水
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

設
計
図
書
に
よ
る
。

必
要
に
応
じ
て
。

原
則

0
.
3
㎏

/
㎥

以
下

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

１
／

２
以

下
の

場
合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
）

試
験

の
判

定
は

３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

空
気
量
測
定

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

仕
様

書

±
1
.
5
％
（
許
容
差
）

そ の 他

材 料

そ の 他

製 造
㉕ 現 場 吹 付 法 枠 工

品－３６

㉖ 河 川 土 工



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

必
要
に
応
じ
て
実
施
。

（
例
）
ト
ラ
フ
ィ
カ
ビ
リ
テ
ィ
が
悪
い
と
き
。

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
1
]
-
2
8
4

（
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ﾞ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾑ
）

・
５

０
０

㎥
以

下
は

監
督

職
員

承
諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参
考
値
：

・
硬
石
　
：
約
２
．
７
～
２
．
５
g
/
㎤

・
準
硬
石
：
約
２
．
５
～
２
g
/
㎤

・
軟
石
　
：
約
２
g
/
㎤
未
満

・
５

０
０

㎥
以

下
は

監
督

職
員

承
諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参
考
値
：

・
硬
石
　
：
５
%
未
満

・
準
硬
石
：
５
%
以
上
１
５
%
未
満

・
軟
石
　
：
１
５
%
以
上

・
５

０
０

㎥
以

下
は

監
督

職
員

承
諾

を
得

て
省

略
で

き
る

。
・

参
考

値
：

・
硬

石
　

：
4
9
0
3
N
/
㎠

以
上

・
準

硬
石

：
9
8
0
.
6
6
N
/
㎠

以
上

　
4
9
0
3
N
/
㎠

未
満

・
軟

石
　

：
9
8
0
.
6
6
N
/
㎠

未
満

５
，
０
０
０
㎥
つ
き
１
回
の
割
合
で
行
う
。

た
だ

し
、
５

，
０

０
０

㎥
以

下
の

も
の

は
１

工
事

２
回

実
施
す
る
。

必 須

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対
策

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官

技
第

1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5
号

、
国

空
建

第
7
8
号

）
」

同
左

骨
材

試
験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／
６
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

絶
乾
密
度
：
2
.
5
以
上

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
砕

砂
及

び
砕

石
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

1
部

:
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

2
部

:
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

3
部

:
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

4
部

:
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

5
部

:
石

炭
ガ

ス
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
再

生
骨

材
Ｈ

）

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

○
５

０
０

㎥
以

下
は

監
督

職
員

承
諾

を
得

て
省

略
で

き
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○○ ○

プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
の
不
良
箇
所
に
つ
い
て
実
施

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
1
]
-
2
7
3

岩
石
の
形
状

岩
石
の
吸
水
率

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

そ の 他

設
計
図
書
に
よ
る
。

○

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計
図
書
に
よ
る
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

原
則
と
し
て
産
地
毎
に
当
初
及
び
岩
質
の
変
化
時
。

原
則
と
し
て
産
地
毎
に
当
初
及
び
岩
質
の
変
化
時
。

設
計
図
書
に
よ
る
。

設
計
図
書
に
よ
る
。

原
則
と
し
て
産
地
毎
に
当
初
及
び
岩
質
の
変
化
時
。

吸
水
率
　
：
[
2
0
1
3
年
制
定
]
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標

準
示
方
書
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
編
に
よ
る
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

う
す

っ
ぺ

ら
な

も
の

、
細

長
い

も
の

で
あ

っ
て

は
な
ら
な
い
。

岩
石
の
圧
縮
強
さ

岩
石
の
見
掛
比
重

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計
図
書
に
よ
る
。

必 須

た
わ
み
量

品－４３

同 上
施 工

そ の 他

コ
ー
ン
指
数
の
測
定

㉛ コ ン ク リ ー ト ダ ム

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン

ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

そ の 他

㉚ 捨 石 工

施 工



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

設
計
図
書
に
よ
る

１
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

・
小

規
模

工
種

※
で

１
工

種
当

り
の
総

使
用

量
が

５
０

㎥
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

の
試

験
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に
1
回
の
試
験
を
行
う
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行
う
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種
を

除
く

工
種

と
す

る
。

（
橋

台
、

橋
脚

、
杭

類
（

場
所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、
高

欄
等

）
、

擁
壁

工
（

高
さ

1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及
び
特
記
仕
様
書
で
指
定
さ
れ
た
工
種
）

単
位
水
量
測
定

「
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
要

領
（

案
）

（
平

成
１

６
年

３
月

８
日

事
務

連
絡
）
」

1
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工
し
て
よ
い
。

2
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5

を
超

え
±

2
0
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の
原

因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製

造
者

に
改

善
を

指
示

し
、

そ
の

運
搬

車
の

生
コ

ン
は

打
設

す
る

。
そ

の
後

、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3

以
内

で
安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台
毎

に
1

回
、
単
位
水
量
の
測
定
を
行
う
。

な
お

、
「

1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

」
と

は
、

2
回

連
続
し

て
1
5
k
g
/
m
3
以
内

の
値

を
観

測
す
る
こ
と
を
い
う
。

3
）

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
の
指

示
値

を
越

え
る

場
合

は
、

生
コ

ン
を

打
込

ま
ず

に
、

持
ち

帰
ら

せ
、

水
量

変
動

の
原

因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製

造
業

者
に

改
善

を
指

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
後

の
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3
以

内
に

な
る
ま
で
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
う
。

な
お

、
測

定
値

が
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
た

場
合

は
1
回

に
限

り
再

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
場

合
は

2
回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。

1
0
0
m
3
／
日
以
上
の
場
合

：
2
回

／
日

（
午

前
1
回
、

午
後

１
回

）
以

上
、

重
要

構
造

物
の

場
合

は
重

要
度

に
応

じ
て

1
0
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

１
回

、
及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
と

き
と
し
、
測
定
回
数
は
多
い
方
を
採
用
す
る
。

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の

上
限

値
は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
2
0
m
m
～

2
5
m
m
の

場
合

は
1
7
5
k
g
/
m
3
、

4
0
m
m
の

場
合
は
1
6
5
k
g
/
m
3
を
基
本
と
す
る
。

原
則
0
.
3
㎏
/
㎥
以
下

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

１
／

２
以

下
の

場
合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定
は
３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」
仕

様
書

製 造 施 工

そ の 他 必 須

㉛ コ ン ク リ ー ト ダ ム

品－４６



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
単

位
容

積
質
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回
２
ヶ

当
初
及
び
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

参
考
値
：
2
.
3
t
/
㎥
以
上

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回

当
初
及
び
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ブ

リ
ー

デ
ィ
ン
グ
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
3

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回
１
ヶ

当
初
及
び
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
引

張
強

度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
3

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回
３
ヶ

当
初
及
び
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

設
計
図
書
に
よ
る
。

１
回
３
ヶ

当
初
及
び
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

材 料
必 須

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対
策

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官

技
第

1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5

号
、

国
空

建
第

7
8

号
）
」

同
左

骨
材

試
験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／
６
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

○

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
砕

砂
及

び
砕

石
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

1
部

:
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

2
部

:
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

3
部

:
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

4
部

:
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S

A
5
0
1
1
-
5
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

-
第

5
部

:
石

炭
ガ

ス
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
再

生
骨

材
Ｈ

）

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

㉜ 覆 工 コ ン ク リ ー ト （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

品－４８

材
令

2
8
日

強
度

に
つ

い
て

は
、

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

そ の 他

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

○

そ の 他

砕
石
　
4
0
％
以
下

砂
利
　
3
5
％
以
下

絶
乾
密
度
　
　
　
：
2
.
5
以
上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
5
％
以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3
.
0
％
以
下

（
砕
砂
・
砕
石
、
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
、
フ
ェ
ロ

ニ
ッ
ケ
ル
ス
ラ
グ
細
骨
材
、
銅
ス
ラ
グ
細
骨
材

の
規
格
値
に
つ
い
て
は
適
用
を
参
照
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～
5

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

工
事

開
始
前

、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ
た
場
合
。

た
だ

し
、
砂

利
の

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス コ ン ク

リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

施 工
㉛ コ ン ク リ ー ト ダ ム



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

施 工
必 須

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

・
荷
卸
し
時

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

・
１

回
／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て
２

０
～

１
５

０
㎥

ご
と

に
１

回
、

及
び

荷
卸

し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

１
回

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

本
数

総
延
長

最
大
ひ
び
割
れ
幅
等

ト
ン

ネ
ル
は

打
設

部
分

を
単

位
と

し
、

各
単

位
に

つ
き

３
カ

所
の
調

査
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

平
均

値
が

設
計

基
準

強
度

を
下

回
っ

た
場

合
と

、
1
回

の
試

験
結
果

が
設

計
基

準
強

度
の

8
5
％

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
、

そ
の

箇
所

の
周

辺
に

お
い

て
、

再
調

査
を

5
ヶ
所
実
施
。

再
調
査
の
平
均
強
度
が
、
所
定
の
強
度
が
得
ら
れ
な
い

場
合
、
も
し
く
は
1
ヶ
所
の
強
度
が
設
計
強
度
の
8
5
％

を
下
回
っ
た
場
合
は
、
コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験
を
行

う
。

工
期
等
に
よ
り
、
基
準
期
間
内
に
調
査
を
行
え
な
い
場

合
は
監
督
職
員
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

材
齢
2
8
日
～
9
1
日
の
間
に
試
験
を
行
う
。

コ
ア
採
取
位
置
、
供
試
体
の
抜
き
取
り
寸
法
等
の
決
定

に
際
し
て
は
、
設
置
さ
れ
た
鉄
筋
を
損
傷
さ
せ
な
い
よ

う
十
分
な
検
討
を
行
う
。

圧
縮
強
度
試
験
の
平
均
強
度
が
所
定
の
強
度
が
得
ら
れ

な
い
場
合
、
も
し
く
は
1
ヶ
所
の
強
度
が
設
計
強
度
の

8
5
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
監
督
職
員
と
協
議
す
る
も

の
と
す
る
。

㉝ 吹 付 け コ ン ク リ ー

ト （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

材 料
必 須

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対
策

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官

技
第

1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5

号
、

国
空

建
第

7
8

号
）
」

同
左

骨
材

試
験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／
６
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が
る
場

合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に
行
い
、

そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の
１
／
２
以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
３
回
と
す
る
）
試
験
の

判
定
は
３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行
う
。

空
気
量
測
定

±
1
.
5
％
（
許
容
差
）

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

仕
様

書

原
則
0
.
3
㎏
/
㎥
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

設
計
図
書
に
よ
る
。

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度
推
定
調
査

J
S
C
E
-
G
 
5
0
4
-
2
0
1
3

設
計
基
準
強
度

ひ
び
割
れ
調
査

ス
ケ

ー
ル

に
よ

る
測

定
0
.
2
m
m

ひ
び
割
れ
幅
が
0
.
2
m
m
以
上
の
場
合
は
、
「
ひ
び
割
れ

発
生
状
況
の
調
査
」
を
実
施
す
る
。

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計
基
準
強
度

所
定

の
強
度

を
得

ら
れ

な
い

箇
所

付
近

に
お

い
て

、
原

位
置
の
コ
ア
を
採
取
。

必 須そ の 他

㉜ 覆 工 コ ン ク リ ー ト （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

品－５２

 施 工 後 試 験

そ の 他



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1
,
2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5
％
以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7
.
5
％
以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
空

気
量

の
偏

差
率

：
1
0
％
以

下 コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

（
ス

ラ
ン

プ
）

の
偏

差
率
：
1
5
％
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
差
：
0
.
8
％
以
下

土
木
学
会
規
準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％
以
下

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2
-
2
0
1
3

圧
縮
強
度
差
：
7
.
5
％
以
下

空
気
量
差
　
：
1
％
以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3
㎝
以
下

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
／
日
以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

設
計
図
書
に
よ
る

１
回
／
日
以
上
。

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す
る
。

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

仕
様

書

原
則
0
.
3
㎏
/
㎥
以
下

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

１
／

２
以

下
の

場
合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定
は
３
回
の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-
C
5
0
2
-

2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行
う
。

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
値

の
8
5
%
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ト
ン

ネ
ル

施
工

長
４

０
ｍ

毎
に

１
回

材
命

７
日

、
２

８
日
 
(
２
×
３
＝
６
供
試
体
)

土
木
学
会
規
準
J
S
C
E
-

F
5
6
1
-
2
0
1
3

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強
度
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個
の

供
試

体
の

試
験

値
の
平
均
値
）

な
お

、
テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）

を
吹
付

け
、

現
場

で
７

日
間

及
び

２
８

日
間

放
置

後
、

φ
５
㎝

の
コ

ア
を

切
り

取
り

キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ

を
行

う
。

１
回

に
６

本
（

σ
7
…

３
本

、
σ

2
8
…

３
本

、
）

と
す
る
。

吹
付

け
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

初
期

強
度

（
引

抜
き

せ
ん

断
強

度
）

引
抜

き
方

法
に

よ
る

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度

試
験

方
法

（
J
S
C
E
-
G
6
5
1
-

2
0
1
0
）

1
日
強
度
で
5
N
/
㎜
2
以
上

ト
ン
ネ
ル
施
工
長
4
0
ｍ
ご
と
に
1
回

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

：
許

容
差

±
1
.
5

㎝
・
荷
卸
し
時

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5

㎝
・

１
回

/
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て
２

０
～

１
５

０
㎥

ご
と

に
１

回
、

及
び

荷
卸

し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試
験

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
／
年
以
上
。

材
令

2
8
日

強
度

に
つ

い
て

は
、

公
的

機
関

で
の

試
験
と
す
る
。

ス
ラ
ン
プ
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

そ の 他

施 工

㉝ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク

ス コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

品－５５

必 須 そ の 他



品
質
管
理
基
準
及
び
規
格
値
（
一
般
土
木
）

工
種

種
別

試
験

区
分

試
　
験
　
項
　
目

試
 
験
 
方
 
法

規
　
格
　
値

試
　
験
　
基
　
準

摘
　
　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ
る
確
認

基
準
密
度
の
9
6
％
以
上

・
１

工
事

あ
た

り
3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
１
ロ

ッ
ト

と
し

、
１

ロ
ッ

ト
あ

た
り

1
0
孔
で
測
定
す
る
。

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が
基

準
密

度
の

9
6
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下
を
満
足
す
る
も
の
と
す
る
。

Ｘ
1
0
　
9
8
％
以
上

Ｘ
6
　
 
9
8
％
以
上

Ｘ
3
 
　
9
8
.
5
％
以
上

（
例
）

3
,
0
0
1
～
1
0
,
0
0
0
㎡
：
1
0
孔

1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

毎
に

1
0
孔

追
加

し
、

測
定

箇
所

が
均

等
に

な
る

よ
う

に
設

定
す

る
こ

と
。

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡

の
場
合

：
6
,
0
0
0
㎡
/
１
ロ

ッ
ト

毎
に

1
0
孔
、
合
計
2
0
孔

な
お

、
１

工
事

あ
た

り
3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

１
工

事
あ

た
り

3
孔

以
上

で
測

定
す
る
。

・
締
固
め
度
は
、
1
0
孔
の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た
、

1
0
孔

の
測

定
値

が
得

が
た

い
場

合
は

3
孔

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格

値
を

は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
孔

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均
値
X
6
が
規
格
値
を
満
足
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

・
空
隙
率
に
よ
る
管
理
で
も
よ
い
。

か
き
ほ
ぐ
し
深
さ

「
舗

装
再

生
便

覧
」

付
録
-
8
に
準
じ
る
。

-
0
.
7
㎝
以
内

１
，
０
０
０
㎡
に
つ
き
１
個
、
最
低
３
個
以
上

粒
度
（
2
.
3
6
㎜
フ
ル
イ
）

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
1
6

2
.
3
6
㎜
ふ
る
い
：
±
1
2
％
以
内

適
宜

目
標
値
を
設
定
し
た
場
合
の
み
実
施
す
る
。

粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
1
6

7
5
μ
m
ふ
る
い
：
±
5
％
以
内

適
宜

目
標
値
を
設
定
し
た
場
合
の
み
実
施
す
る
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分
析
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
4
]
-
3
1
8

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
：
±
0
.
9
％
以
内

適
宜

目
標
値
を
設
定
し
た
場
合
の
み
実
施
す
る
。

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

砕
石
・
玉
砕
、
製
鋼
ス
ラ
グ
（
S
S
）

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

表
乾
比
重
：
2
.
4
5
以
上

吸
水
率
　
：
3
.
0
％
以
下

粗
骨
材
の
形
状
試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
2
]
-
5
1

細
長
、
あ
る
い
は
偏
平
な
石
片
：
1
0
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

※
　
事
前
審
査
認
定
書
に
よ
り
確
認

㊱ 路 上 表 層 再 生 工

品－５８

現
場
密
度
の
測
定

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
粒
度
試
験

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

温
度
測
定

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
[
3
]
-
2
1
8

○
※

温
度
計
に
よ
る
。

1
1
0
℃
以
上

随
時

施
工
前
、
材
料
変
更
時

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

粘
土
、
粘
土
塊
量
：
0
.
2
5
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

施
工
前
、
材
料
変
更
時

フ
ィ

ラ
ー

（
舗

装
用

石
灰

石
粉
）
の
水
分
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

「
舗
装
施
工
便
覧
」
3
-
3
-
2
(
3
)
に
よ
る
。

施
工
前
、
材
料
変
更
時

○
※

測
定

値
の

記
録

は
、

１
日

４
回

（
午

前
・

午
後

各
２

回
）

㊲ 排 水 性 舗 装 工

材 料
必 須

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験

施 工

1
％
以
下

施
工
前
、
材
料
変
更
時

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

○
※

○
※

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

「
舗
装
施
工
便
覧
」
3
-
3
-
2
(
4
)
に
よ
る
。

○
※

必 須 そ の 他



出
来

形
管

理
基
準

及
び
規

格
値
（

一
般
土

木
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

単
位
：
㎜

 

 

出－ 66 

編
 

章
 

節
 

条
 

枝
番

 
工

種
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

測
定

箇
所

 
摘

要
 

１
 

３
 

1
0
 

９
 

 
地
中
連
続

壁
工
（

壁
式
）

 

 
基

準
高

▽
 

±
5
0
 

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
。
延
長

4
0
ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

に
つ

い
て

は
１

施
工

箇
所

に
つ
き
２
ヶ

所
。

 

変
位

は
施

工
延

長
2
0
ｍ
（

測
点

間
隔

2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
。

延
長

2
0

ｍ
（

又
は

2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。
 

 
 

共 通 編  

一 般 施 工  

仮 設 工  

 

 

連
壁

の
長

さ
ℓ
 

－
5
0
 

変
位

 
3
0
0 

壁
体

長
Ｌ

 
－

2
0
0 

 
 

１
 

３
 

1
0
 

1
0
 

 
地
中
連
続

壁
工
（

柱
列
式
）

 

 
基

準
高

▽
 

±
5
0
 

基
準

高
は

施
工

延
長

４
０

ｍ
（
測

点
間
隔
２

５
ｍ

の
場

合
は

５
０

ｍ
）

に
つ
き

１
ヶ
所
。

延
長

４
０

ｍ
（

又
は

５
０

ｍ
）
以

下
の
も
の

に
つ

い
て

は
１

施
工
箇
所
に

つ
き
２

ヶ
所
。
 

変
位

は
施

工
延

長
2
0
ｍ
（

測
点

間
隔

2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
。

延
長

2
0

ｍ
（

又
は

2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。
 

 
 

共 通 編  

一 般 施 工  

仮 設 工  

 

 

連
壁

の
長

さ
ℓ
 

－
5
0
 

変
位

 
D
/
4
以

内
 

壁
体

長
Ｌ

 
－

2
0
0 

 
 

１
 

共 通 編
 

４
 

土 工
 

３
 

共 通 土 工
 

２
 

１
 

掘
削
工

 
基

準
高

▽
 

±
5
0
 

施
工

延
長

４
０

ｍ
（

測
点

間
隔

２
５

ｍ
の

場
合

は
５

０
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

４
０

ｍ
（

ま
た

は
５

０
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所
。
 

た
だ

し
、

「
３

次
元

計
測

技
術

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

案
）

」
の

規
定

に
よ

り
測

点
に

よ
る

管
理

を
行

う
場

合
は

、
設

計
図

書
の

測
点

毎
。

基
準

高
は

掘
削

部
の

両
端

で
測

定
。

 

河
川
・
海

岸
・
砂

防
 

 

 

    

 

道
 
 
路

 

 

法 長 ℓ  

ℓ
＜

5
ｍ

 
－

2
0
0 

ℓ
≧

5
ｍ

 
法

長
の

－
4
％

 

幅
 

 
Ｗ

 
－
1
0
0 

 

幅
は

、
道

路
土

工
の

場
合

適
用

に
す

る
。

 

Ｄ
：
杭
径

 



出
来

形
管

理
基
準

及
び
規

格
値
（

一
般
土

木
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

単
位
：
㎜

 

 

出－ 72 

編
 

章
 

節
 

条
 

枝
番

 
工

種
 

測
定

項
目

 
規

格
値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

摘
要
 

１
 

５
 

７
 

４
 

 
組
立
て
 

 
平

均
間

隔
ｄ

 
±
 
φ
 

   

 Ｄ
：

本
間

の
長

さ
 

ｎ
：

1
0
本

程
度

と
す
る

 

φ
：

鉄
筋

径
 

 工
事

の
規

模
に

応
じ
て
、
１
リ

フ
ト

、
１
ロ

ッ
ト

当
た

り
に

対
し

て
各

面
で

一
箇

所
以

上
測

定
す

る
。

最
小
か
ぶ
り

は
、
標

準
示
方

書
（

設
計

編
：
標

準
7
編

2
章

2
.
1
）
参

照
。

た
だ

し
、

道
路

橋
示

方
書
の

適
用
を

受
け
る

橋
に

つ
い

て
は

、
道
路
橋
示

方
書
（

Ⅲ
コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

編
 

5
.
2
）

に
よ

る
。

 

 ※
 
重

要
構

造
物

か
つ

主
鉄
筋
に

つ
い
て

適
用

す
る

 

※
 
橋

梁
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床
版
桁
（
Ｐ

Ｃ
橋
含

む
）
の

鉄
筋

に
つ

い
て

は
第

1
編

6
-
4
-
1
2
床

版
工
を

適

用
す

る
。

 

※
 
新

設
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト
構
造

物
（

橋
梁
上
・
下
部

工
及

び
重

要
構

造
物

で
あ
る
中
空

断
面

2
5
㎡

以

上
の

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー
ト
（
工
場

製
作
の

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

は
全

て
の

工
種

に
お

い
て

対
象

外
）
）
の

鉄
筋

の
配

筋
状
況
及
び

か
ぶ
り

に
つ

い

て
は

、
「

非
破

壊
試

験
に
よ
る
コ

ン
ク
リ

ー
ト

構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び
か
ぶ
り

測
定
要

領
」
も

併
せ

て
適

用
す

る
。

 

                 

ｄ
＝

 
Ｄ

 

ｎ
－

１
 

 
 

共 通 編  

無 筋 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  

鉄 筋 工  

 

 

か
ぶ

り
ｉ

 
設

計
か

ぶ
り
±

φ
か

つ
 

最
小

か
ぶ

り
以

上
 

 
 



出
来

形
管

理
基
準

及
び
規

格
値
（

一
般
土

木
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

単
位
：
㎜

 

 

出－147 

編
 

章
 

節
 

条
 
枝
番

 
工

種
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

測
定

箇
所

 
摘

要
 

６
 

３
 

６
 

1
0
 

１
 

橋
脚
架
設

工
 

（
Ｉ
型
・

Ｔ
型
）

 

 

基
準

高
▽

 
±
2
0
 

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法
表
示
箇

所
。

 
 

 

道 路 編  

橋 梁 下 部  

鋼 製 橋 脚 工  

 

 

橋
脚

中
心

間
距

離
ℓ
 
 

±
3
0
 

支
間

長
及

び
 

中
心

線
の

変
位

 
±

5
0
 

 
 

６
 

３
 

６
 

1
0
 

２
 

橋
脚
架
設

工
 

（
門
型
）

 

 

基
準

高
▽

 
±
2
0
 

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法
表
示
箇

所
。

 
 

 

道 路 編  

橋 梁 下 部  

鋼 製 橋 脚 工  

 

 

橋
脚

中
心

間
距

離
ℓ
 
 

±
3
0
 

支
間

長
及

び
 

中
心

線
の

変
位

 
±

5
0
 

 
 

６
 

３
 

６
 

1
1
 

 
現
場
継
手

工
 

 

現
場

継
手

部
の

す
き

間
 

δ
1
 
，

δ
2
（

㎜
）

 
5
 

※
±

5
 

主
桁

、
主

構
の

全
継

手
数
の
１

／
２
を

測
定
。
 

※
は

耐
候

性
鋼

材
（
裸
使
用

）
の
場

合
 

 
 

道 路 編  

橋 梁 下 部  

鋼 製 橋 脚 工  

 

 

 
 

６
 

４
 

３
 

９
 

 
橋
梁
用
高

欄
製
作

工
 

 
部 材 

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

 

±
3
…

…
 

ℓ
≦

1
0 

±
4
…

…
 

ℓ
＞

1
0 

図
面

の
寸

法
表

示
箇
所
で
測

定
。

 
 

 

道 路 編  

鋼 橋 上 部 工  

工 場 製 作 工  

 

 

 
 

６
 

５
 

５
 

２
 

 
プ
レ
ビ
ー

ム
桁
製

作
工

 

（
現
場
）

 

 

幅
ｗ

 
±
5
 

桁
全

数
に

つ
い

て
測
定
。

 

横
方

向
タ

ワ
ミ

の
測
定
は

、
プ
レ

ス
ト
レ
ッ

シ
ン

グ
後

に
測

定
。
 

桁
断

面
寸

法
測

定
箇
所
は

、
両
端

部
、
中
央

部
の

３
ヶ

所
と

す
る
。

 

 
ℓ
：

ス
パ

ン
長

 

 
 

道 路 編  

コ ン ク リ ー ト 橋 上 部  

プ レ ビ ー ム 桁 製 作 工  

 

 

高
さ

ｈ
 

＋
1
0
 

－
5
 

桁
長

ℓ
 

ス
パ

ン
長

 

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0 

ℓ
≧

1
5
…

±
(
ℓ
－

5
) 

か
つ

－
3
0
㎜

以
内

 

横
方

向
最

大
タ

ワ
ミ

 
0
.
8
ℓ 

 
 

６
 

６
 

４
 

３
 

 
吹
付
工

 

 

吹
付

け
厚

さ
 

設
計

吹
付

け
厚

以
上

。
た

だ
し

、
良

好
な

岩
盤

で
 
施

工
端

部
、
突

出
部

等
の

特
殊

な
箇

所
は

 
設

計
吹

付
け

厚
の

1
/
3

以
上

を
確

保
す

る
も

の
と

す
る

。
 

施
工

延
長

４
０

ｍ
毎
に
図
に

示
す
。

 

(
1
)
～

(
7)
及

び
断

面
変

化
点

の
検

測
孔

を
測

定
。

 

注
）

良
好

な
岩

盤
と
は
、

道
路
ト

ン
ネ
ル
技

術
基

準
（

構
造

編
）

・
同

解
説

に
い

う
地
盤

等
級

Ａ
又

は
Ｂ

に
該
当
す
る

地
盤
と

す
る
。

 

 
 

道 路 編  

ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

支 保 工  

 

 



 
 

出
来

形
管

理
基
準

及
び
規

格
値
（

港
湾
・

漁
港
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

単
位
：
㎜

 

 

出－172 

編
 

章
 

節
 

条
 

枝
番
 

工
 
 
 
種
 

測
 
定
 
項
 
目
 

規
 
格
 
値
 

測
 
 
定
 
 
基
 
 
準
 

測
 
 
定
 
 
箇
 
 
所
 

摘
 
要
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

15 被 覆 ・ 根 固 工 

２
 

 ２
 

被
覆
石
工
 

（
被
覆
石
均
し
）
 

天
端
面
 

±
50
0 

層
積
の
場
合
は
 

均
し
精
度
±
30
0と

す
る
 

音
響
測
深
機
、
レ
ッ
ド
又
は
レ
ベ
ル
等
で
測
定
 

測
線
及
び
測
点
間
隔
は
10
ｍ
以
下
 

測
定
単
位
 
10
cm
 

 
 

岸
壁
前
面
の
天
端
 

及
び
天
端
肩
か
ら
1m
の
法
面
 

±
10
0 

 

法
面
 

±
50
0 

（
法
面
に
直
角
）
 

(±
30
0)
 

（
法
面
に
直
角
）
 

音
響
測
深
機
、
レ
ッ
ド
又
は
レ
ベ
ル
等
で
測
定
 

測
点
間
隔
は
10
ｍ
以
下
と
し
、
3点

以
上
を
測
定
 

但
し
、
マ
ウ
ン
ド
厚
2ｍ

以
下
の
場
合
は
、
2点

以

上
を
測
定
  

 
 

異
形
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸの

据
付
面
(整

積
)は

( 
)の

規
格
値
と

す
る
 
 
 
 
 

測
定
単
位
 
10
cm
 

天
端
幅
 

＋
規
定
し
な
い
 

－
 
20
0 

測
線
間
隔
10
ｍ
以
下
 

測
定
単
位
 
10
cm
 

延
長
 

＋
規
定
し
な
い
 

－
 
20
0 

天
端
中
心
上
又
は
監
督
職
員
の
指
示
に
よ
る
。
 

測
定
単
位
 
10
cm
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

15 被 覆 ・ 根 固 工 

４
 

 １
 

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
工
 

（
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
）
 

型
枠
形
状
寸
法
 

（
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
）
 

 

型
枠
搬
入
後
適
宜
 

観
察
 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
外
観
 

（
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
）
 

 

10
個
に
1個

以
上
 

観
察
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

15 被 覆 ・ 根 固 工 

４
 

 ２
 

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
工
 

（
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
）
 

延
長
 

 

据
付
完
了
後
、
法
線
上
（
最
上
段
の
み
）
を
測
定
 

測
定
単
位
 
10
cm
 

 
 



 
 

出
来

形
管

理
基
準

及
び
規

格
値
（

港
湾
・

漁
港
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

単
位
：
㎜

 

 

出－175 

編
 

章
 

節
 

条
 

枝
番
 

工
 
 
 
種
 

測
 
定
 
項
 
目
 

規
 
格
 
値
 

測
 
 
定
 
 
基
 
 
準
 

測
 
 
定
 
 
箇
 
 
所
 

摘
 
要
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

17 付 属 工 

５
 

 
車
止
め
・
縁
金
物
工
 

天
端
高
 

（
維
持
工
事
は
除
く
）
 

 
取
付
完
了
時
、
中
心
部
、
全
数
 

測
定
単
位
 
1c
m 

 
 

岸
壁
前
面
に
対
す
る
出
入
り
 

（
維
持
工
事
は
除
く
）
 

±
30
 

ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
、
ス
チ
ー
ル
テ
ー
プ
等
に
よ
り
測

定
 

取
付
完
了
後
中
心
部
を
１
点
測
定
 

測
定
単
位
 
1c
m 

取
付
間
隔
 

 
上
部
工
1ス

パ
ン
に
つ
き
2箇

所
測
定
 

測
定
単
位
 
1c
m 

塗
装
 

 
目
視
に
よ
る
観
察
 

警
戒
色
（
シ
マ
模
様
）
 

 
完
了
時
適
宜
測
定
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

17 付 属 工 

６
 

 １
 

防
食
工
 

（
電
気
防
食
）
 

取
付
位
置
 

±
20
cm
 

※
水
深
の
変
状
等
に
よ
り
図

面
通
り
に
取
付
が
困
難
な
場

合
は
別
途
協
議
す
る
。
 

測
定
方
法
：
目
視
（
潜
水
士
に
よ
る
）
 

測
定
密
度
：
取
付
完
了
後
、
全
数
 

測
定
単
位
：
1c
m 

 
 

電
位
測
定
 

飽
和
か
ん
こ
う
電
極
基
準
 

 
 
 
 
 
 
－
77
0m
Ｖ
 

海
水
塩
化
銀
電
極
基
準
 

 
 
 
 
 
 
－
78
0m
Ｖ
 

又
は
飽
和
硫
酸
銅
電
極
基
準
 

 
 
 
 
 
 
－
85
0m
Ｖ
 

測
定
方
法
：
測
定
機
器
に
よ
る
。
 

測
定
密
度
：
取
付
完
了
後
、
測
定
端
子
取
付
箇
所

毎
 

測
定
単
位
：
1m
Ｖ
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

17 付 属 工 

６
 

 ２
 
防
食
工
 

（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
モ
ル
タ
ル
被
覆
）
 

取
付
高
さ
（
被
覆
範
囲
）
 

 

レ
ベ
ル
等
に
よ
り
測
定
 

取
付
完
了
後
、
保
護
カ
バ
ー
の
上
端
又
は
下
端
高

さ
（
被
覆
範
囲
の
確
認
）
 

鋼
管
杭
：
全
数
 

矢
板
：
１
打
設
３
箇
所
以
上
 

 
測
定
基
準
に
お
け

る
矢
板
の
１
打
設

と
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
モ
ル
タ
ル
の

配
合
１
回
当
た
り

の
打
設
を
示
す
。
 

７ 港 湾 ・ 漁 港 編 

４ 一 般 施 工 

17 付 属 工 

６
 

 ３
 

  

防
食
工
 

（
ペ
ト
ロ
ラ
タ
ム
被
覆
）
 

  
取
付
高
さ
（
被
覆
範
囲
）
 

 

レ
ベ
ル
等
に
よ
り
測
定
 

完
了
後
、
保
護
カ
バ
ー
の
上
端
又
は
下
端
高
さ

（
被
覆
範
囲
の
確
認
）
 

鋼
管
杭
：
全
数
測
 

矢
板
：
監
督
職
員
の
指
示
に
よ
る
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２－４ 写真の省略 
工事写真は以下の場合に省略するものとする。 

 
 (１) 品質管理写真について、公的機関で実施された品質証明書を保管整備できる場合は、撮影

を省略するものとする。 
 
  (２) 出来形管理写真について、完成後測定可能な部分については、出来形管理状況のわかる写

真を工種ごとに１回撮影し、後は撮影を省略するものとする。 
 
  (３) 監督職員または現場技術員が臨場して段階確認した箇所は、出来形管理写真の撮影を省略

する。臨場時の状況写真は不要。 
 
２－５ 写真の編集等 

 写真の信憑性を考慮し、写真編集は認めない。ただし、『デジタル工事写真の小黒板情報電子
化について』（令和3年3月26日付け、国技建管第21号）に基づく小黒板情報の電子的記入は、これ
に当たらない。 

 
２－６ 写真の仕様 

                                                               
（１）写真はカラーとする。                                                           

        
  （２）デジタルカメラを使用して撮影する場合、有効画素数は目的物及び小黒板の文字が判読

できることを指標とする。 
     （100万画素程度～300万画素程度＝１,200×900程度～2,000×1,500程度）              
                                                                                   

（３）写真の大きさは、サービスサイズ程度とする。ただし、以下の場合は別の大きさとするこ
とができる。       

 
    ① 着手前、完成写真等はキャビネ版又はパノラマ写真（つなぎ写真可）とすることができる。
            
   ② 監督職員が指示するものは、その指示した大きさとする。                             
                         
                                   
２－７ 留意事項                                                                      

        
写真管理基準の撮影箇所一覧表の適用について、以下の事項を留意するものとする。          
             

    (１) 「撮影項目」、「撮影頻度」等が工事内容により不適切な場合は、監督職員の指示により
追加、削減するものとする。                                                       
            

  (２) 不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む）が確認できるよう、特 
      に注意して撮影するものとする。                                                    
 
     (３) 撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図（撮影位置図、平面図、凡例図、

構造図など）を工事写真帳に添付する。  
         
    (４) 写真管理基準の撮影箇所一覧表に記載のない工種については、類似工種を準用するものと

する。 
 
 
３．整理提出                                                              
工事写真として、工事写真帳及び撮影写真の原本（デジタルカメラで撮影した場合に適用。）を各

１部提出するものとし、その整理方法等は以下によるものとする。                              
          
                                 
 （１） フィルムカメラで撮影した工事写真帳は、写真管理基準の撮影箇所一覧表「撮影頻度」に
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「デジタル写真管理情報基準」(以下「本基準」という)は、写真(工事・測量・調  

査・地質・広報・設計)の原本を電子媒体で提出する場合の属性情報等の標準仕様を定

めたものである。 

写真の原本を電子媒体で提出する場合のフォルダ構成は、以下のとおりとする。 

なお、「PHOTO」フォルダ以外のフォルダ構成については、電子納品等の運用を定

める各ガイドラインによる。 

 「PHOTO」フォルダの直下に写真管理ファイルと「PIC」及び「DRA」のサブ

フォルダを置く。なお、DTD 及びXSL ファイルもこのフォルダに格納する。

ただし、XSL ファイルの格納は任意とする。 

 「PIC」とは、撮影した写真ファイルを格納するサブフォルダを示し、「DRA」

とは、参考図ファイルを格納するサブフォルダを示す。 

  参考図とは、撮影位置、撮影状況等の説明に必要な撮影位置図、平面図、凡例

図、構造図等である。 

 参考図がない場合は「DRA」サブフォルダは作成しなくてもよい。 

 フォルダ名称は半角英大文字とする。 

 写真フォルダ(PIC)及び参考図フォルダ(DRA)直下に直接対象ファイルを保存

し、階層分けは行わない。 

1 適用 
 

 

 

2 フォルダ構成 
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ァ 

3 写真管理項目 
 

電子媒体に格納する写真管理ファイル（PHOTO．XML）に記入する写真管理項

目は下表に示すとおりである。 

表3－1写真管理項目（1／2） 

 
 

分類 

 

項目名 
 

記入内容 

 

データ表現 

 

文字数 

 

記入者 

 

必要度 

 

 

 

基

礎

情

報 

 

写真フォルダ名 
写真ファイルを格納するフォルダ名称（PHOTO/PICで固定）を記入す 

る。 

 

半角英大文字 

 

9 固 定 

 

▲ 

 

◎ 

 
参考図フォルダ名 

参考図ファイルを格納するために「DRA」サブフォルダを作成した場合 はフ

ォルダ名称（PHOTO/DRAで固定）を記入する。 
 
半角英大文字 

 
9 固 定 

 
▲ 

 
○ 

 
適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版(「土木202303-01」で 固

定)を記入する。 

(分野：土木、西暦年：2023、月：03、版：01) 

 

全角文字半

角英数字 

 

30 

 

▲ 

 
◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写

真

情

報 

 

 

※ 

 

 
写

真

フ 

 

イ

ル

情

報 

 
シリアル番号 

写真通し番号。提出時の電子媒体を通して、一連のまとまった写真につ

いてユニークであれば、中抜けしてもよい。123枚目を、”000123”の 様に0

を付けて記入してはいけない。 

 
半角数字 

 
7 

 
▲ 

 
◎ 

 

写真ファイル名 
写真ファイル名称を拡張子も含めて記入する。  

半角英数大文字 

 

13 

 

▲ 

 

◎ 

 

写真ファイル日本語名 
写真ファイルに関する日本語名等を記入する。 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

△ 

 

メディア番号 
一連のまとまった写真について、保存されている電子媒体番号を記入 す

る。単一の電子媒体であれば、全て”1”となる。 

 

半角数字 

 

8 

 

□ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮

影

工

種

区

分 

 
写真-大分類 

写真を撮影した業務の種別を「工事」「測量」「調査」「地質」「広報」 

「設計」「その他」から選択して記入する。工事写真は常に「工事」と記 入す

る。 

 

全角文字半

角英数字 

 
8 

 
□ 

 
◎ 

 

 

 

写真区分 

写真管理基準(案)の分類に準じ、「着手前及び完成写真」(既済部分写

真等を含む)「施工状況写真」「安全管理写真」「使用材料写真」「品 質管理

写真」「出来形管理写真」「災害写真」「事故写真」「その他」(公 害、環境、補

償等)の区分のいずれかを記入する。 

大分類が「工事」ではない場合は、自由記入とし、大分類が「工事」で

「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とする。 

 

 

 

全角文字半

角英数字 

 

 

 

127 

 

 

 

□ 

 

 

 

○ 

 

 

工種 

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土木工

事積算体系のレベル2「工種」を記入する。 

大分類が「工事」ではない場合は、自由記入とし、大分類が「工事」で

「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とする。 

 

全角文字半

角英数字 

 

 

127 

 

 

□ 

 

 

○ 

 

 

種別 

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土木工

事積算体系のレベル3「種別」を記入する。 

大分類が「工事」ではない場合は、自由記入とし、大分類が「工事」で

「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とする。 

 

全角文字半

角英数字 

 

 

127 

 

 

□ 

 

 

○ 

 

 

細別 

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土木工

事積算体系のレベル4「細別」を記入する。 

大分類が「工事」ではない場合は、自由記入とし、大分類が「工事」で

「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とする。 

 

全角文字半

角英数字 

 

 

127 

 

 

□ 

 

 

○ 

 

写真タイトル 

写真の撮影内容がわかるように、写真管理基準(案)の撮影項目、撮影  時期

に相当する内容を記入する。 
全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

◎ 

 

工種区分予備 
工種区分に関して特筆事項があれば記入する。(複数記入可) 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

△ 

 

 

 

 

 
付

加

情

報 

※ 

 

 

参考図ファイル名 

撮影位置図、凡例図等の参考図のファイル名を記入する。黒板に記し  た図

の判読が困難となる場合、又は当該写真に関し、撮影位置、撮影  状況等を

説明するために位置図面または凡例図等の参考図を受注者  が作成して

いる場合に記入する。 

 

 

半角英数大文字 

 

 

13 

 

 

▲ 

 

 

◎ 

 

参考図ファイル日本語名 
参考図ファイルに関する日本語名等を記入する。 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

○ 

 
 

参考図タイトル 

参考図の内容が判るようなタイトルを記入する。黒板に記した図の判読  が困

難となる場合、又は当該写真に関し、撮影位置、撮影状況等を説  明するた

めに位置図面または凡例図等の参考図を受注者が作成して  いる場合に記

入する。 

 
全角文字半

角英数字 

 
 

127 

 
 

□ 

 
 

◎ 

 

付加情報予備 
参考図、撮影箇所等に関して特筆事項があれば記入する。(複数記入  可) 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

△ 

 

 

撮

影

情

報 

 
撮影箇所 

当該写真に関する測点位置、撮影対象までの距離、撮影内容等を簡 潔に

記入する。撮影位置図上に複数撮影位置が記載されている場合   には、位

置図上の記号等を記入する。 

 

全角文字半

角英数字 

 
127 

 
□ 

 
○ 

 
 

撮影年月日 

写真を撮影した年月日をCCYY-MM-DD方式で記入する。月または 日

が1桁の数の場合「0」を付加して、必ず10桁で記入する。（CCYY： 西暦

の年数、MM：月、DD：日） 

例)平成20年12月3日 → 2008-12-03 

半角数字 

- 

(HYPHEN- 

MINUS) 

 
 

10 固 定 

 
 

□ 

 
 

◎ 
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表 3 － 1 写真管理項目（ 2 ／ 2 ） 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角 

英数字2 文字で全角文字1 文字に相当する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

△：任意記入。 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 

 
 

 

分類 

 

項目名 
 

記入内容 

 

データ表現 

 

文字数 

 

記入者 

 

必要度 

 

 

 

写

真

情

報 

 

 

※ 

 
 

代表写真 

写真管理基準(案)の撮影箇所一覧表に示される提出頻度が不要以外 

の写真の中から工事の全体概要や当該工事で重要となる代表写真の  場

合、「1」を記入する。代表写真でない場合は「0」を記入する。 

 
 

半角数字 

 
 

1 固 定 

 
 

□ 

 
 

◎ 

 

提出頻度写真 

写真管理基準（案）の提出頻度に基づく写真である場合、「１」を記入す
る。それ以外の場合は「０」を記入する、 

 

半角数字 

 

1 固 定 

 

□ 
 

◎ 

 

施工管理値 
黒板の判読が困難な場合、設計寸法及び実測寸法等の補足事項を記  入

する。 
全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

○ 

 

受注者説明文 
受注者側で検査立会者、特筆事項等があれば記入する。 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

□ 

 

△ 

 

ソフトメーカ用TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用する。（複数記入可） 

全角文字半

角英数字 

 

127 

 

▲ 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

  写真管理項目は、写真の電子データファイルを検索、参照するなど活用して

いくための属性項目である。 

写真管理項目のデータ表現の定義は、「9-2 使用文字」に従う。 

  付属資料１に管理ファイルのDTD、付属資料２に管理ファイルのXML 記入

例を示す。 

  工種、種別、細別の各項目は、新土木工事積算体系にない土木工事や他の工

事の場合には、対応するレベルのものを正しく記入する。 

写真区分ごとに工種、種別、細別の記入可否は異なる。写真区分ごとの記入

可否の目安は、以下のとおりである。 

表3－2 工種区分の記入可否の目安 

写真区分 工 種 種 別 細 別 

着手前及び完成写真 × × × 

施工状況写真 △ △ △ 

安全管理写真 △ × × 

使用材料写真 △ △ △ 

品質管理写真 ○ △ △ 

出来形管理写真 ○ △ △ 

災害写真 × × × 

その他 × × × 

(○：記入、△：記入可能な場合は記入、×：記入は不要とするが、任意の記入も可) 

  「代表写真」の項目には、当該工事の概要が把握できる、または重要な写真

である場合に「1」を記入する。代表写真でない場合は「0」を記入する。 
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ファイル形式は、以下のとおりとする。 

 写真管理ファイルのファイル形式はXML形式(XML1.0 に準拠)とする。 

 写真ファイルの記録形式は日本産業規格（JIS）に示されるJPEG、TIFFや
SVG形式等とし、撮影モードによる圧縮比がある場合は、「標準（BASIC、

約1/16圧縮）」とする。動画のファイル形式については、監督職員の承諾を得

た上で使用する。 

 動画ファイルの記録形式は日本産業規格（JIS）に示されるMP4形式等とす

る。 

 参考図ファイルの記録形式はJPEG、TIFFもしくはSVG形式とする。JPEG 
の圧縮率、撮影モードは監督(調査)職員と協議の上決定する。TIFF は図面が

判読できる程度の解像度とする。 

 写真管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが、作成する場合は

XSLに準じる。 

4 ファイル形式 
 

【解説】 

  本基準「2 フォルダ構成」に示したように、写真管理ファイルのファイル形式は

XML形式とする。 

  写真管理ファイルの閲覧性を高めるため、スタイルシートを用いてもよいが、XSL 

に準じて作成する。スタイルシートを作成した場合は、管理ファイルと同じ場所に

格納する。 

  写真ファイルと参考図ファイルの記録形式は、監督(調査)職員の承諾を得た上で、

JPEG（JIS X 4301:1995）、TIFF（JIS X 9205:2005）、SVG（JIS X 4197:2012）

以外の形式とすることができる。 

  動画ファイルの記録形式は、監督（調査）職員の承諾を得た上で、MP4（JIS X 

4332:2002）以外の形式とすることができる。 

 



5  

図 5-2 参考図ファイルの命名規則 

参考図フォルダ内で重複しない 

任意の英数字(7 文字) 

参考図ファイル作成ソフト 

(.XXX) 固有の拡張子 
大文字のアルファベット 1 文字 

「D」:固定 

D nnnnnnn .XXX 

 参考図ファイルの命名規則は次図の通り。 

図 5-1 写真ファイルの命名規則 

写真フォルダ内で重複しない 

任意の英数字(7 文字) 

JPEGまたはTIFF等の拡張子 
大文字のアルファベット 1 文字 

「P」:固定 

 ファイル名・拡張子は、半角英数大文字とする。 

 ファイル名8 文字以内、拡張子3 文字以内とする。 

 写真管理ファイルは「PHOTO.XML」とし、写真管理ファイルのDTD は 

「PHOTO05.DTD」(05 は版番号)とする。 

 写真管理ファイルのスタイルシートのファイル名は「PHOTO05.XSL」とす

る。 

 写真ファイルの命名規則は次図の通り。 

P nnnnnnn . JPEG 

5 ファイル命名規則 
 

【解説】 

ファイル名の文字数は、半角(1 バイト文字)で8文字以内、拡張子3文字以内

とする。写真ファイル及び参考図ファイルの拡張子は4文字でもよい。ファイル

名に使用する文字は、半角（1 バイト文字）で、大文字のアルファベット「A～

Z」、数字「0～9」、アンダースコア「_」とする。 

オリジナルファイルの通し番号は、工事の経緯がわかるように日付昇順に付

番することを基本とする。ファイル名は連番により、ファイルを区別すること

を基本とするが、欠番があっても構わない。 



6  

写真の信憑性を考慮し、写真編集は認めない。 

有効画素数は、黒板の文字が確認できることを指標とする。 

写真の原本を電子媒体で提出する場合は、写真管理基準に示される撮影頻度

に基づくものとする。 

6 写真編集等 
 

 

 
7 有効画素数 

 

【解説】 

  有効画素数は、黒板の文字及び撮影対象が確認できることを指標（100～300 

万画素程度＝1,200×900程度～2,000×1,500程度）として設定する。 

  不要に有効画素数を大きくすると、ファイル容量が大きくなり、電子媒体が

複数枚になるとともに、操作性も低くなるので、目的物及び黒板の文字等が

確認できる範囲で適切な有効画素数を設定する。 

 

 
 

8 撮影頻度と提出頻度の取り扱い 
 



7  

受注者は、写真を電子媒体に格納した時点で、ウイルスチェックを行 

う。 

ウイルス対策ソフトは特に指定はしないが、信頼性の高いものを利用

する。 

最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは常に最新

のデータに更新(アップデート)したものを利用する。 

電子媒体の表面には、「使用したウイルス対策ソフト名」、「ウイル

ス(パターンファイル)定義年月日またはパターンファイル名」、「チ 

ェック年月日(西暦表示)」を明記する。 

 
 

 
 

 
 

 

本規定は、管理ファイル(XML 文書)を対象とする。 

使用できる半角文字は、JIS Ｘ 0201 で規定されている文字から片仮名

用図形文字を除いたラテン文字用図形文字のみとする。 

使用できる全角文字は、JIS X 0208 で規定されている文字から数字と 

ラテン文字を除いた文字のみとする。 

 

 

 
 

 

9 その他留意事項 
 

9.1 ウイルス対策 

 

9.2 使用文字 

【解説】 

（1） 写真管理ファイルのデータ表現形式 

使用文字の一般原則は上記の通りであり、写真管理ファイルでの文字の表

現は、一般原則に従っている。以下に、写真管理ファイルでの文字の表現方

法を解説する。 

1） 全角文字 

写真管理ファイルのデータ表現形式に示す「全角文字」とは、JIS X 
0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を除いた文字をいう。

すなわち、全角文字には、漢字、数字、ラテン文字(a～z、A～Z)、ギリシ

ャ文字、記号などがあるが、このうち全角の数字、ラテン文字は使用でき

ない。全角文字を使用する項目では、必ず半角英数字も合わせて使用でき

るので、「平成22年」といったデータでは”22”を半角文字とする。 

2） 半角英数字 

同じく「半角英数字」とは、JIS X 0201 で規定されている文字から片

仮名用図形文字（半角カタカナ、日本語文で使用する半角の記号（句点 

(。)、カギ括弧(「)、(」)、読点(、)、中点(・)、濁点(゛)、半濁点(゜)））を

除いた文字をいう。 
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3） 半角英数大文字 

同じく「半角英数大文字」とは、「半角英数字」からラテン小文字(a～z) 
を除いた文字をいう。半角英数大文字を使用する項目は、フォルダ名やフ

ァイル名といった命名規則が決められている場合であるので、命名規則に

従ってデータを入力する。 

4） 半角数字 

同じく「半角数字」とは、JIS X 0201 で規定されている文字のうち、

数字(0～9)及び小数点(．)をいう。 

（2） 留意事項 

機種依存文字（例えば、丸囲い数字、ローマ数字、㈱、№、㎏、㎡、地名

や人名等の特殊漢字等）、利用者が独自に作成した外字等は、他の端末では

表示できない場合もあるので使用しない。また、数字やラテン文字も全角、

半角を混在して使用すると検索する上で問題となるため、 数字やラテン文

字は半角文字で統一する。 
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付属資料 1 写真管理ファイルの DTD 

電子媒体に格納する写真管理ファイル (PHOTO.XML)のDTD(PHOTO05.DTD)を以下に示す。 

なお、DTD ファイルは、国土交通省のホームページ（http://www.cals-ed.go.jp/）から入手できる。 

 

<!—PHOTO05.DTD / 2008/05 --> 

<!ELEMENT photodata (基礎情報,写真情報+,ソフトメーカ用TAG*)> 

<!ATTLIST photodata DTD_version CDATA #FIXED "05"> 

 
<!-- 基礎情報 --> 

<!ELEMENT 基礎情報 (写真フォルダ名,参考図フォルダ名?,適用要領基準)> 

<!ELEMENT 写真フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 参考図フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 適用要領基準 (#PCDATA)> 

 
<!-- 写真情報 --> 

<!ELEMENT 写真情報 (写真ファイル情報,撮影工種区分,付加情報*,撮影情報,代表写真,提出頻度写真,施

工管理値?,請負者説明文?)> 

<!ELEMENT 代表写真 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 提出頻度写真 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工管理値 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 請負者説明文 (#PCDATA)> 

 
<!-- 写真ファイル情報 --> 

<!ELEMENT 写真ファイル情報 (シリアル番号,写真ファイル名,写真ファイル日本語名?,メディア番号)> 

<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 写真ファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 写真ファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT メディア番号 (#PCDATA)> 

 
<!-- 撮影工種区分 --> 

<!ELEMENT 撮影工種区分 (写真-大分類,写真区分?,工種?,種別?,細別?,写真タイトル,工種区分予備*)> 

<!ELEMENT 写真-大分類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 写真区分 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工種 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 種別 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 細別 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 写真タイトル (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工種区分予備 (#PCDATA)> 

 
<!-- 付加情報 --> 

<!ELEMENT 付加情報 (参考図ファイル名,参考図ファイル日本語名?,参考図タイトル,付加情報予備*)> 

<!ELEMENT 参考図ファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 参考図ファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 参考図タイトル (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 付加情報予備 (#PCDATA)> 

 
<!-- 撮影情報 --> 

<!ELEMENT 撮影情報 (撮影箇所?,撮影年月日)> 

<!ELEMENT 撮影箇所 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 撮影年月日 (#PCDATA)> 

 
<!ELEMENT ソフトメーカ用TAG (#PCDATA)> 

http://www.cals-ed.go.jp/
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基礎情報 1 

写真情報 + 

ソフトメーカ用TAG 

請負者説明文 

施工管理値 

提出頻度写真 

代表写真 

写真ファイル情報 

DTD_version 

photodata 

撮影年月日 

撮影箇所 

撮影情報 

 

 
 

 

 
 

1 #PCDATA 

? #PCDATA 
 

1 #PCDATA 

 
 

1 

1 #PCDATA 

1 #PCDATA 
 

写真ファイル日本語名  ? #PCDATA 

1 #PCDATA 
 

1 
 

1 #PCDATA 

? #PCDATA 
 

? #PCDATA 

? #PCDATA 
 

? #PCDATA 
 

1 #PCDATA 
 

* #PCDATA 

* 
 

1 #PCDATA 

? #PCDATA 
 

1 #PCDATA 
 

* #PCDATA 

1 
 

? #PCDATA 

1 #PCDATA 
 

1 #PCDATA 
 

1 #PCDATA 

? #PCDATA 
 

? #PCDATA 

* #PCDATA 

 

 

図付1-1 写真管理ファイルのDTD の構造 

PHOTO05.DTDの構造図 

撮影工種区分 

付加情報 

 

： 上から順に記述することを示す。 

1 ： 必ず、1回記述する。 

? ： 記述は任意。記述する場合は1回に限る。 

+ ： 必ず、1回以上記述する。 

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。 

メディア番号 

写真ファイル名 

シリアル番号 

 

写真フォルダ名  

 

 

参考図フォルダ名  

 

 

適用要領基準  

 

 

写真-大分類   

 

 

写真区分  

 

 

工種  

 

 

種別  

 

 

細別  

 

 

写真タイトル  

 

 

工種区分予備  

 

 

参考図ファイル名   

 

 

参考図ファイル日本語名  

 

 

参考図タイトル  

 

 

付加情報予備  
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付属資料 2 写真管理ファイルの XML 記入例 

電子媒体に格納する写真管理ファイル(PHOTO.XML)の記入例を以下に示す。 

なお、DTDファイルは、国土交通省のホームページ（http://www.cals-ed.go.jp/）から入手できる。 

 
 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE photodata SYSTEM "PHOTO05.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="PHOTO05.XSL" ?> 

<photodata DTD_version="05"> 

<基礎情報> 

<写真フォルダ名>PHOTO/PIC</写真フォルダ名> 

<参考図フォルダ名>PHOTO/DRA</参考図フォルダ名> 

<適用要領基準>土木202303-01</適用要領基準> 

</基礎情報> 

<写真情報> 

<写真ファイル情報> 

<シリアル番号>1</シリアル番号> 

<写真ファイル名>P0000001.JPG</写真ファイル名> 

<写真ファイル日本語名>着手前0001.JPG</写真ファイル日本語名> 

<メディア番号>1</メディア番号> 

</写真ファイル情報> 

<撮影工種区分> 

<写真-大分類>工事</写真-大分類> 

<写真区分>着手前及び完成写真</写真区分> 

<写真タイトル>着手前写真</写真タイトル> 

<工種区分予備>工種区分の特筆事項があれば記入する。(複数入力可)</工種区分予備> 

</撮影工種区分> 

<付加情報> 

<参考図ファイル名>D0000001.JPG</参考図ファイル名> 

<参考図ファイル日本語名>平面図00001.JPG</参考図ファイル日本語名> 

<参考図タイトル>平面図</参考図タイトル> 

<付加情報予備>付加情報の特筆事項があれば記入する</付加情報予備> 

</付加情報> 

<撮影情報> 

<撮影箇所>測点:1L</撮影箇所> 

<撮影年月日>2010-11-14</撮影年月日> 

</撮影情報> 

<代表写真>1</代表写真> 

<提出頻度写真>1</提出頻度写真> 

<請負者説明文>受注者側で検査立会者、特記事項等状況等、特筆事項があれば記入する。</請負者説明文> 

</写真情報> 

<写真情報> 

<写真ファイル情報> 

<シリアル番号>2</シリアル番号> 

写真管理項目の記入規則に基づき、赤

文字の部分について内容を記入する。 

3行目（<?xml-stylesheet～）は、 
XML文書の書式（体裁）を指定する場

合の宣言文。 

書式指定を宣言した場合、XSLファイ

ルを格納すること。 
スタイルシートを利用しない場合

は、当該1行を削除する。 

http://www.cals-ed.go.jp/
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<写真ファイル名>P0000002.JPG</写真ファイル名> 

<写真ファイル日本語名>施工状況写真 0001.JPG</写真ファイル日本語名> 

<メディア番号>1</メディア番号> 

</写真ファイル情報> 

<撮影工種区分> 

<写真-大分類>工事</写真-大分類> 

<写真区分>施工状況写真</写真区分> 

<写真タイトル>掘削状況写真</写真タイトル> 

</撮影工種区分> 

<撮影情報> 

<撮影箇所>測点:1L</撮影箇所> 

<撮影年月日>2010-11-18</撮影年月日> 

</撮影情報> 

<代表写真>1</代表写真> 

<提出頻度写真>1</提出頻度写真> 

</写真情報> 

<写真情報> 

<写真ファイル情報> 

<シリアル番号>3</シリアル番号> 

<写真ファイル名>P0000003.JPG</写真ファイル名> 

<写真ファイル日本語名>安全管理 0001.JPG</写真ファイル日本語名> 

<メディア番号>1</メディア番号> 

</写真ファイル情報> 

<撮影工種区分> 

<写真-大分類>工事</写真-大分類> 

<写真区分>安全管理写真</写真区分> 

<写真タイトル>安全訓練等の写真</写真タイトル> 

</撮影工種区分> 

<撮影情報> 

<撮影年月日>2010-11-21</撮影年月日> 

</撮影情報> 

<代表写真>0</代表写真> 

<提出頻度写真>0</提出頻度写真> 

</写真情報> 

<写真情報> 

<写真ファイル情報> 

<シリアル番号>4</シリアル番号> 

<写真ファイル名>P0000004.JPG</写真ファイル名> 

<写真ファイル日本語名>出来形 0001.JPG</写真ファイル日本語名> 

<メディア番号>1</メディア番号> 

</写真ファイル情報> 

<撮影工種区分> 

<写真-大分類>工事</写真-大分類> 

<写真区分>出来形管理写真</写真区分> 

<工種>舗装修繕工</工種> 

<種別>舗装打換え工</種別> 
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<細別>下層路盤</細別> 

<写真タイトル>路盤(1 層目)出来形測定</写真タイトル> 

<工種区分予備>工種区分の特筆事項があれば記入する。(複数入力可)</工種区分予備> 

</撮影工種区分> 

<付加情報> 

<参考図ファイル名>D0000002.JPG</参考図ファイル名> 

<参考図ファイル日本語名>横断図 00002.JPG</参考図ファイル日本語名> 

<参考図タイトル>横断図</参考図タイトル> 

<付加情報予備>付加情報の特筆事項があれば記入する</付加情報予備> 

</付加情報> 

<撮影情報> 

<撮影箇所>測点:1L</撮影箇所> 

<撮影年月日>2010-11-22</撮影年月日> 

</撮影情報> 

<代表写真>1</代表写真> 

<提出頻度写真>1</提出頻度写真> 

<施工管理値>As 舗装工(下層路盤工): 設計寸法 400mm・実測寸法 405mm</施工管理値> 

<請負者説明文>受注者側で検査立会者、特記事項等状況等、特筆事項があれば記入する。</請負者説明文> 

</写真情報> 

<ソフトメーカ用 TAG>ソフトウェアメーカが管理のために使用する。(複数入力可)</ソフトメーカ用 TAG> 

</photodata> 
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